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最初に，18 都道府県から採集した非耕地土壌を含む土壌 79 サンプルから本属菌の分離を行った。その結




を選択し分子系統解析を行った。Pythium 属菌や近縁属の遺伝子解析では現在 ITS 領域が多用されているが，
この領域には本属種間で最大で約 330bp 以上の長さの違いがあり，系統解析における有効性が疑問視される。




























を Pythium 属を含む 5 属に整理し，分類学的再編を行っている。
以上のように，本研究は，これまで，不明瞭であった Pythium 属菌の系統関係を明らかにし，系統と関連
する分類形質を見出し，新しい分類システムを提案したものであり，Pythium 属菌のみならず，菌類の系統
分類学に大きな進展をもたらす成果として大変高く評価される。また，病気の診断や病原菌の同定などでも
本属菌の取り扱いが明確となり，応用面での貢献も大きいと判断される。
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
